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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
12
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
、
副
議
長
の

要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
市
で
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
と
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
」
を
推
進
し
、
人
口
増
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
若
い
人

た
ち
の
働
く
場
、
子
育
て
支
援
、
移
住
定
住
、
空
き
家
活
用
対
策
な

ど
、
課
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
我
々
市
議
会
は
、
持
続
的
で
活
力
あ

る
、
安
全
安
心
で
住
み
良
い
郷
土
「
紀
の
川
市
」
の
未
来
の
た
め
に
、

市
民
の
意
思
を
反
映
し
た
議
事
機
関
と
な
る
た
め
充
実
し
た
議
会
活

動
を
通
じ
て
、
そ
の
存
在
意
義
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歴
代
の
議
長
が
推
進
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
市
議
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
19
日
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
任
期
は
平
成
29
年
12
月
11
日
か
ら
33
年
12
月
10
日
ま
で
）

選
挙
後
初
と
な
る
「
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
」
が
12
月
11
日
か
ら
開
か

れ
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

新
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私たちが新しい市民の代表です

副議長　室谷　伊則 議長　坂本　康隆
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市
議
会
に
は
、市
の
問
題
を
議
員
全
員
で
話
し
合
う
場
と
、さ
ら
に
専
門
的
に
調
査
し
、話
し
合
う
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
、
そ
の
他
の
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

委
員
会
の
構
成
も
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
…
委
員
長　
○
…
副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

監
査
委
員

◎
石
脇
　
順
治

○
森
田
　
幾
久

　
上
野
　
宗
彦
　
　
舩
木
　
孝
明

　
阪
中
　
　
晃
　
　
榎
本
　
喜
之

　
堂
脇
　
光
弘
　
　
石
井
　
　
仁

　
室
谷
　
伊
則
　
　
　

◎
森
田
　
幾
久

○
中
村
　
ま
き

　
上
野
　
宗
彦
　
　
仲
谷
　
妙
子

　
並
松
　
八
重
　
　
大
谷
さ
つ
き

　
榎
本
　
喜
之
　
　
竹
村
　
広
明

　
石
井
　
　
仁

　
榎
本
　
喜
之

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

政
策
、
財
政
、
財
産
管
理
、
税
、
防

災
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
学
校
教
育
、
生

涯
学
習
、
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
に
関

す
る
こ
と
を
審
査
し
ま
す
。

（
後
列
右
よ
り
）　 （
前
列
右
よ
り
）

石
脇
　
順
治
　
　
　
仲
谷
　
妙
子

太
田
加
寿
也
　
　
○
大
谷
さ
つ
き

村
垣
　
正
造
　
　
◎
阪
中
　
　
晃

石
井
　
　
仁
　
　
　
坂
本
　
康
隆

住
民
登
録
、
医
療
、
保
険
、
健
康
推

進
、
福
祉
、
環
境
衛
生
、
ご
み
処
理
、

水
道
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し
ま

す
。

（
後
列
右
よ
り
）（
前
列
右
よ
り
）

榎
本
　
喜
之
　
　
　
中
村
　
ま
き

森
田
　
幾
久
　
　
○
舩
木
　
孝
明

上
野
　
宗
彦
　
　
◎
堂
脇
　
光
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
並
松
　
八
重

都
市
計
画
、
道
路
、
河
川
、
下
水
道
、

観
光
、
農
業
、
農
業
委
員
会
、
地
籍
調

査
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し
ま
す
。

（
後
列
右
よ
り
）（
前
列
右
よ
り
）

竹
村
　
広
明
　
　
川
原
　
一
泰

杉
原
　
　
勲
　
◎
中
尾
太
久
也

門
　
眞
一
郎
　
○
高
田
　
英
亮

　
　
　
　
　
　
　
室
谷
　
伊
則
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議員の紹介
（五十音順）

①所属会派　　　②当選回数
③住所　　　　　④抱負（一言）

①清流会
②１回
③尾崎 88-1
④子供たちの未来のた
め、活気ある紀の川
市のためにがんばり
ます。

①日本共産党
②１回
③上鞆渕 205
④希望をもって住み続
けられるまちをめざ
して。

①わかばクラブ
②３回
③高野 415
④一歩一歩、元気で活
力あるまち紀の川市
をめざします。

①隆盛クラブ
②４回
③藤井 964
④紀の川インターから
関空への直接道路の
建設に向けて一議員
として頑張る。

①日本共産党
②４回
③西大井 558-8
④市民の暮らしを守る
市政に。

①わかばクラブ
②２回
③貴志川町長原 941
④市民生活の向上と、
子供たちの健やかな
成長のためにがんば
ります。

①わかばクラブ
②３回
③桃山町最上 224-1
④安全安心で、わくわ
くする故

ま

郷
ち

（紀の川
市）をめざします。

①隆盛クラブ
②２回
③西脇564-4
④定住促進事業の推進、
新規農業就労者の支
援等に努めます。

①公明党
②２回
③貴志川町神戸 997-7

④女性目線で、生
いのち

命と
環境を守ります。

①わかばクラブ
②４回
③名手市場 1063
④生きていて良かった
と実感できる社会の
実現！住みよい街・
未来につなぐ。

上野　宗彦

門　眞一郎

榎本　喜之

川原　一泰

石井　　仁

太田加寿也

阪中　　晃

石脇　順治

大谷さつき

坂本　康隆
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①わかばクラブ
②２回
③西井阪 131-7
④福祉の充実をはかり、
暮らしやすいまちづ
くりに努力します。

①刷新クラブ
②４回
③東野 400
④皆様が行政に望むご
意見を届け叶えられ
るように全力で取り
組みます。

①わかばクラブ
②２回
③桃山町元 156-1
④少子高齢化社会、特
に 2025 年の壁に向
かって取り組んでい
きたい。

①刷新クラブ
②２回
③桃山町最上 208-28
④農業、商工業の発展
と災害に強い紀の川
市をめざします。

①わかばクラブ
②４回
③貴志川町神戸 359-2
④子供たちの未来のた
めに、安心と豊かさ
を実感できる紀の川
市を。

①清流会
②４回
③桃山町元 225-3
④市民の代表者である
という基本に立ち、
開かれた議会をめざ
します。

①日本共産党
②２回
③東国分 353-2
④幅広い年代の地域の
声を市政に届けてい
きます。

①清流会
②４回
③貴志川町井ノ口720-2
④地域力を高めるため、
皆様方の知恵を結集
し、行政に働きかけ
ていきたい。

①公明党
②４回
③桃山町市場 526-9
④来たい・住みたい・
住み続けたい紀の川
市！めざして頑張り
ます。

①公明党
②２回
③荒見 551-5
④女性の視点を活かし、
生きがいあるまちづ
くりに全力で取り組
みます。

①刷新クラブ
②４回
③平野 2075-1
④農業振興と災害に強
い紀の川市になるよ
うに努力します。

①清流会
②４回
③長田中 129-19
④人口減少ストップ！
「働きに行ける」環境
づくりに邁進します。

中尾太久也

杉原　　勲

舩木　孝明

仲谷　妙子

高田　英亮

村垣　正造

中村　まき

竹村　広明

室谷　伊則

並松　八重

堂脇　光弘

森田　幾久

紀の川市議会だより　No.44　平成30年［2018］
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

舩木　孝明　議員
・台風 21 号の豪雨の被害の状況と今

後の防災の取組は

中尾　太久也　議員
・新たな財政計画が策定され、３つの

柱が出されているが、この計画に向
けての取り組みは

太田　加寿也　議員
・投票率向上への行政の取り組みにつ

いて
・車から歩行者や通学生徒を守るグリ

ーンゾーンの設置を進めては

並松　八重　議員
・文化財保護と集約化について
・日本遺産申請への取組について

大谷　さつき　議員
・市民の健康推進の取り組みについて

阪中　晃　議員
・台風 21 号の被害対応について

森田　幾久　議員
・災害の状況と支援について

上野　宗彦　議員
・紀の川市出身のＵターン就職活動生

の囲い込みについて

中村　まき　議員
・乗り合いタクシーの導入と巡回バス

の改善について
・介護保険第７期事業計画について

門　眞一郎　議員
・仮称　海南・紀の川風力発電事業に

ついて 

石井　仁　議員
・国民健康保険制度について

背景写真：平池緑地公園

紀の川市議会だより　No.44　平成30年［2018］
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問台
風
21
号
は
、
事

前
か
ら
降
り
続
い
た

雨
の
影
響
と
、
さ
ら

に
台
風
の
大
雨
で
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
地
域
に
よ
っ

て
被
害
も
様
々
で
あ

っ
た
。
今
回
の
台
風

被
害
を
教
訓
に
、
地

域
に
合
わ
せ
た
防
災

訓
練
が
必
要
と
考
え
る
が
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

市
民
全
体
の
防
災
総
合
訓

練
も
必
要
で
あ
る
が
、
地
域

の
地
形
ま
た
、
避
難
所
な
ど

の
現
状
を
踏
ま
え
て
の
防
災

訓
練
も
重
要
と
認
識
し
た
。

今
後
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
方
々
や
関
係
者

で
協
議
し
て
い
く
。

問災
害
時
の
対
策
と
支
援
は
、

ス
ピ
ー
ド
と
手
厚
さ
が
要
求

さ
れ
る
な
か
、
支
援
に
は
財

源
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
災
害
寄
附
金
な
ど

が
重
要
と
な
る
が
、
災
害
寄

附
金
や
見
舞
金
な
ど
の
窓
口

や
取
り
扱
い
は
。
例
え
ば
、

寄
附
金
を
小
中
学
校
へ
と
指

定
さ
れ
た
場
合
の
取
り
扱
い

は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

危
機
管
理
部
が
災
害
対
策

の
総
合
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
に
応
じ
て
関
係
部
署
へ

連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

今
回
、
社
会
奉
仕
団
体
か

ら
被
害
に
遭
っ
た
小
中
学
生

に
と
50
万
円
の
義
援
金
の
申

し
出
が
あ
っ
た
。
学
用
品
な

ど
学
校
生
活
の
被
害
に
遭
っ

た
対
象
は
２
校
で
あ
っ
た
た

め
、
早
く
義
援
金
が
届
く
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
義
援
金
の
窓
口
に
な
っ

て
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
、

被
害
に
応
じ
対
応
を
し
て
い

く
。問市

単
独
で
の
義
援
金
の
募

集
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。  

答
　
　
　 

　
会
計
管
理
者

市
単
独
で
の
義
援
金
の
募

集
に
は
災
害
救
助
法
の
適
用

が
要
件
と
な
る
が
、
本
市
の

適
用
住
家
滅
失
世
帯
数
で
あ

る
80
世
帯
に
達
し
な
か
っ
た

た
め
、
行
っ
て
い
な
い
。

問ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
活
用

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

災
害
時
に
は
直
ち
に
使
途
の

項
目
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
総
務
部
長

現
状
と
し
て
は
、
使
途
と

し
て
の
選
択
肢
に
災
害
復
旧

に
関
す
る
項
目
は
設
定
し
て

い
な
い
。
今
後
、
有
事
に
際

し
て
速
や
か
に
項
目
を
追
加

す
る
こ
と
や
、
ネ
ッ
ト
な
ど

の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

問台
風
21
号
で
、
桃
山
町
最

上
地
区
を
は
じ
め
、
調
月
地

区
、
貴
志
川
町
北
地
区
、
前

田
地
区
、
丸
栖
地
区
お
よ
び

荒
見
地
区
が
水
害
に
見
舞
わ

れ
た
。
ま
た
、
西
脇
地
区
で

は
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
死

傷
者
が
出
る
と
い
う
未
曾
有

の
災
害
が
起
こ
っ
た
。
危
機

管
理
部
お
よ
び
災
害
対
策
本

部
は
大
い
に
混
乱
を
極
め
た

こ
と
と
推
察
す
る
。

ま
ず
、
対
応
で
の
反
省
点

は
ど
の
よ
う
な
事
か
。
そ
し

て
、
岩
出
井い

堰せ
き

の
増
改
築
工

事
の
進
み
具
合
は
。
紀
の
川

の
土
砂
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
の
進
み

具
合
、
ま
た
排
水
機
の
新
設

計
画
は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
地

区
で
は
排
水
機
場（
７
ヶ
所
）

の
稼
動
、
市
内
各
地
の
消
防

団
員
550
名
に
よ
る
57
台
の
ポ

ン
プ
車
で
排
水
作
業
す
る
も

及
ば
ず
浸
水
被
害
が
約
260
件

発
生
し
た
。
発
生
当
初
、
危

機
管
理
部
へ
の
電
話
や
無
線

連
絡
で
一
時
騒
然
と
な
る
な

か
で
、
職
員
の
動
員
体
制
、

運
営
な
ど
に
つ
い
て
反
省
す

べ
き
こ
と
が
あ
り
、
今
後
対

応
に
つ
い
て
危
機
管
理
部
の

体
制
強
化
を
し
、
防
災
意
識

を
高
め
る
に
は
ど
う
す
る
か

を
精
査
し
て
い
く
。

 

答
　
　
　 

　
　
建
設
部
長

岩
出
狭き

ょ
う

窄さ
く

部
対
策
事
業
は
、

平
成
32
年
度
完
成
を
目
指
し

て
急
ピ
ッ
チ
で
整
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
５
年
間
で
土

砂
を
70
万
立
法
メ
ー
ト
ル
浚

渫
し
搬
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
要
望
の
あ
る
貴
志

川
の
土
砂
の
浚
渫
工
事
を
国

に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
る
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

平
成
26
年
度
よ
り
、
和
歌

山
市
か
ら
岩
出
市
・
紀
の
川

市
に
及
ぶ
地
域
で
国
営
の
総

合
農
地
防
災
事
業
に
着
手
し
、

農
業
用
排
水
施
設
の
排
水
機

能
を
回
復
す
る
た
め
に
、
緊

急
性
の
高
い
箇
所
よ
り
順
次

施
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

排
水
機
場
で
は
、
高
嶋
排

水
機
場
の
改
修
と
、
東
貴
志

排
水
機
場
が
増
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

県
が
実
施
す
る
付
帯
工
事
に

お
い
て
、
丸
栖
排
水
機
場
お

よ
び
中
貴
志
排
水
機
場
が
新

た
に
設
置
さ
れ
る
計
画
と
な

っ
て
い
る
。

阪中 晃 議員

森田 幾久 議員

台
風
21
号
の
被
害
対
応
は

スピードと手厚さ重要

消防団のポンプ車

ボートで救出
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う
ち
約
59
％
が
県
外
で
就
職

し
、
41
％
が
県
内
へ
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。今

後
本
市
で
も
デ
ー
タ
把

握
を
強
化
し
、
地
元
雇
用
促

進
の
た
め
の
目
標
設
定
に
活

用
し
た
い
。

就
職
活
動
時

に
支
援
を

問就
職
売
り
手
市
場
の
な
か
、

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
活
動
生
に
対

し
て
経
済
的
支
援
な
ど
の
検

討
は
し
て
い
る
の
か
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

個
々
へ
の
支
援
補
助
金
制

度
は
な
い
が
、
学
生
の
目
を

本
市
に
向
け
る
た
め
に
、
企

業
と
行
政
が
連
携
し
様
々
な

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
行
政
改
革
に

お
い
て
も
商
工
労
働
課
の
設

置
を
予
定
し
、
市
内
雇
用
の

促
進
や
商
工
業
の
活
性
化
を

狙
う
な
か
で
、
今
後
様
々
な

支
援
を
協
議
し
て
い
く
。

問若
者
が
帰
っ
て
き
て
働
い

合
い
タ
ク
シ
ー
が
各
地
で
導

入
さ
れ
て
き
て
い
る
。
「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

の
策
定
を
進
め
な
が
ら
、
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運

転
を
行
っ
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

「
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
の
策
定
を
進
め
な
が

ら
、
新
た
な
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
試
験
運
行
は
難
し
い
。

介
護
保
険
料

の
負
担

問介
護
保
険
制
度
は
こ
れ
ま

で
数
々
の
改
定
が
さ
れ
て
き

た
。
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
総
合
事
業
は
、
介
護
保
険

の
財
源
を
使
う
。
２
か
ら
３

年
で
上
限
額
を
超
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
超
え
た

分
は
介
護
保
険
財
源
か
ら
は

出
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
上
限

額
以
内
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
押
さ
え
込
む
こ
と
に
は
な

ら
な
い
か
。
ま
た
超
え
た
分

は
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
次
長

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
は
介
護

が
必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
い
う
観
点
か

ら
現
実
的
で
は
な
い
。
ま
た

原
則
、
上
限
額
内
で
の
事
業

実
施
に
努
め
た
い
。

問地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
が
一
般
会
計
か
ら
介
護

特
別
会
計
に
移
る
こ
と
に
よ

り
、
第
７
期
の
保
険
料
に
影

響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
も
あ

る
と
聞
く
。
保
険
料
は
ど
れ

く
ら
い
の
値
上
げ
に
な
る
か
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
次
長

給
付
費
の
増
加
、
負
担
率

の
改
定
か
ら
保
険
料
の
上
昇

は
避
け
ら
れ
な
い
。

問市
内
で
の
移
動
手

段
の
確
保
が
困
難
で

あ
り
、
巡
回
バ
ス
が

利
用
し
に
く
い
と
い

う
声
を
聞
い
て
い
る
。

移
動
手
段
の
確
保
の

た
め
の
改
善
策
と
し

て
、
運
行
本
数
の
増

加
と
路
線
の
拡
大
、

無
料
パ
ス
の
導
入
を

し
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

巡
回
バ
ス
の
人
口
に
対
す

る
カ
バ
ー
率
が
高
い
反
面
、

運
行
本
数
が
限
ら
れ
る
。
バ

ス
事
業
者
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て

い
く
。
巡
回
バ
ス
は
低
料
金

で
設
定
し
て
い
る
の
で
無
料

パ
ス
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。問市

が
委
託
し
た
タ
ク
シ
ー

会
社
に
よ
る
低
料
金
の
乗
り

問都
市
部
の
進
学
先

か
ら
地
元
周
辺
企
業

に
就
職
活
動
を
す
る

「
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
活

動
生
」
を
囲
い
込
む

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の

現
状
と
、
現
在
の
実

績
を
ふ
ま
え
た
目
標

設
定
の
必
要
性
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

現
時
点
で
は
そ
れ
に
特
化

し
た
Ｐ
Ｒ
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
10
月
に
個
別
企
業
説
明

会
「
岩
出
・
紀
の
川
就
職
フ

ェ
ア
」
を
地
元
企
業
を
含
む

38
社
で
開
催
し
、
市
に
お
い

て
は
開
催
周
知
を
Ｈ
Ｐ
・
広

報
な
ど
を
通
じ
て
行
い
、
雇

用
拡
大
を
は
か
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
の
本
市
の
高

校
の
卒
業
生
は
456
人
で
、
大

学
進
学
者
は
144
人
、
う
ち
県

外
へ
の
進
学
者
は
132
人
で
あ

る
。
県
の
調
査
に
よ
る
と
、

県
全
体
で
は
県
外
進
学
者
の

て
も
ら
う
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
し
て
の
考
え
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

大
企
業
誘
致
だ
け
で
な
く

中
小
企
業
の
誘
致
も
進
め
た

い
。
地
元
で
働
く
こ
と
で
の

メ
リ
ッ
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
農
業
、
商
工
業
の
後
継

者
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が

る
。
若
者
が
帰
っ
て
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
い
。

上野 宗彦 議員

中村 まき 議員

若者の帰郷促進

公共交通の改善を
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問平
成
30
年
度
か
ら

の
国
保
の
県
単
位
化

に
向
け
て
、
和
歌
山

県
が
市
町
村
ご
と
の

一
人
当
た
り
保
険
税

額
を
試
算
し
、
９
月

に
公
表
し
た
。

平
成
29
年
度
に
新

制
度
へ
移
行
し
た
も
の
と
し

て
の
試
算
で
は
あ
る
が
、
本

市
の
場
合
、
一
人
当
た
り
１

万
７
千
834
円
を
引
き
下
げ
て

も
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
内

容
だ
っ
た
。  

こ
の
「
試
算
」
を
見
る
限

り
、
本
市
の
来
年
度
の
国
保

税
率
は
引
き
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

平
成
30
年
度
の
算
定
は
こ

れ
か
ら
行
わ
れ
る
。

９
月
の
試
算
結
果
を
も
っ

て
、
そ
の
ま
ま
平
成
30
年
度

以
降
の
被
保
険
者
負
担
を
引

き
下
げ
ら
れ
る
と
は
言
え
な

い
。問平

成
30
年
１
月
に
は
本
算

定
が
行
わ
れ
る
。
仮
に
、
県

が
示
す
標
準
保
険
税
率
が
現

行
税
率
よ
り
も
下
が
っ
た
場

合
で
も
、
税
率
を
引
き
下
げ

な
い
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

実
際
の
本
市
の
保
険
税
率

設
定
に
は
、
保
健
事
業
や
被

保
険
者
の
状
況
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
ま

ま
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

ま
た
財
政
の
安
定
に
は
、

あ
る
程
度
の
基
金
の
積
み
立

て
が
、
今
後
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
、
基
金
の
積
み
立

て
を
税
率
の
設
定
に
組
み
込

み
た
い
。 　

基
金
の
活
用
で

負
担
軽
減
を

問標
準
保
険
税
率
が
ど
う
な

ろ
う
と
も
、
加
入
者
の
負
担

を
考
え
た
と
き
に
、
恒
常
的

な
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
よ
り
、
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
す
べ
き
だ
。

普
通
会
計
の
基
金
108
億
円

を
国
保
税
の
負
担
軽
減
に
活

用
す
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

国
保
会
計
は
、
独
立
採
算

制
で
あ
り
、
一
般
会
計
の
基

金
を
原
資
に
し
た
、
国
保
税

の
負
担
軽
減
の
た
め
の
恒
常

的
な
繰
り
出
し
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

問合
同
会
社
Ｎ
Ｗ
Ｅ
―
03
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
お
よ
び
Ｎ

Ｗ
Ｅ
―
09
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
が
、
海
南
市
か
ら
紀
の
川

市
に
わ
た
り
高
さ
150
ｍ
の
風

力
発
電
施
設
を
72
基
建
て
る

計
画
を
出
し
て
き
た
。

事
業
者
が
作
成
し
た
環
境

配
慮
書
に
「
本
計
画
段
階
で

各
自
治
体
の
関
係
部
署
と
連

携
を
取
り
つ
つ
事
業
化
を
検

討
し
て
お
り
、
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
構
築

さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い

て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

本
市
に
お
い
て
は
、
そ
の

よ
う
な
事
実
は
な
か
っ
た
。

問県
知
事
宛
の
本
市
回
答
に

「
苦
情
・
健
康
被
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
真
摯
に
対
応

す
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
各

地
の
被
害
例
を
見
て
も
、
健

康
被
害
が
発
生
し
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
は
。

 
答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

万
が
一
、
事
業
実
施
後
に

被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

「
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
な

く
、
真
摯
に
対
応
す
る
よ
う

に
」
と
の
条
件
を
付
し
て
事

業
者
を
諭
し
た
も
の
で
、
事

業
の
実
施
を
認
め
る
も
の
で

は
な
い
。

問超
低
周
波
音
に
よ
る
健
康

被
害
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

環
境
省
の
指
針
に
よ
る
と

「
健
康
影
響
と
の
明
ら
か
な

関
連
を
示
す
知
見
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
」
と
あ
る
が
、

「
こ
れ
ら
の
音
に
よ
り
わ
ず

ら
わ
し
さ
を
増
加
さ
せ
、
睡

眠
へ
の
影
響
の
リ
ス
ク
を
増

加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

問平
成
29
年
10
月
25
日
に
出

さ
れ
た
知
事
意
見
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

知
事
意
見
は
県
の
環
境
影

響
評
価
審
議
会
や
関
係
市
町

の
意
見
を
参
考
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
本
市
と
し
て
は
、

民
間
事
業
者
が
自
社
の
利
益

の
た
め
に
、
本
市
の
自
然
や

景
観
を
破
壊
し
、
住
民
へ
の

被
害
を
か
え
り
み
な
い
よ
う

な
事
業
は
到
底
、
看
過
・
容

認
で
き
な
い
。

門 眞一郎 議員

石井 仁 議員

風
力
発
電
へ
の
対
応
は

一人当たり国保税額の試算結果
（平成29年度に新制度になったと仮定）
市町村名 平成 29年度

試算結果
（激変緩和後）

円

平成 28年度
実績

円

増減額

円

増減率

％

紀の川市 94,090 111,923 ▲ 17,833 ▲ 15.93％

県平均 95,564 104,681 ▲ 9,117 ▲ 8.71％

※平成29年9月25日和歌山県国民健康保険課「平成29年度における国民健康保険料
（税）率等の試算結果について」から「国民健康保険標準保険料（税）率の算定基礎とな
る一人当たり保険料（税）額の試算結果」より抜粋

引き下げ可能では

紀の川市議会だより　No.44　平成30年［2018］
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ま
た
、
放
送
内
容
を
電
話
で

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
開

始
し
て
い
る
。

問避
難
勧
告
を
聞
い
て
、
小

中
学
校
へ
避
難
し
た
が
断
ら

れ
た
と
聞
い
た
が
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る

学
校
は
、
地
震
や
土
砂
災
害

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
が
、

水
害
の
避
難
所
に
な
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
住
民
へ
の
周

知
に
努
め
た
い
。

問一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
害
者
の
要
援
護
者
の
福
祉

避
難
所
の
開
設
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
次
長

本
市
の
「
災
害
時
等
に
要

援
護
者
等
の
避
難
施
設
と
し

て
民
間
社
会
福
祉
施
設
等
を

使
用
す
る
こ
と
に
関
す
る
協

定
書
」
で
提
携
し
て
い
る
施

設
が
福
祉
避
難
所
に
当
た
り
、

今
回
避
難
所
で
の
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
７
名
と
障
害
者

１
名
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
。

い
る
。
①
職
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
く
職
員
数
の
削
減
、

外
部
委
託
や
非
常
勤
職
員
の

活
用
。
②
財
源
確
保
と
し
て
、

自
主
財
源
の
確
保
、
人
件
費

や
施
設
管
理
コ
ス
ト
の
抑
制
、

補
助
金
制
度
の
見
直
し
、
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
適
正

化
。
③
基
金
の
確
保
と
活
用

で
、
財
政
規
模
に
応
じ
た
基

金
残
高
を
確
保
し
有
効
活
用

を
行
う
。

 

答
　
　
　 

　
　
総
務
部
長

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
よ
り

一
層
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
。
ま
た
地
籍
調
査
は
、
平

成
32
年
度
に
現
地
調
査
が
終

了
見
込
み
で
あ
る
の
で
、
平

成
33
年
度
評
価
替
え
に
お
い

て
、
固
定
資
産
税
の
免
除
地

積
の
解
除
を
実
施
す
る
よ
う

準
備
し
て
い
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
の

導
入
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討

す
る
。
施
設
の
利
用
率
向
上

と
収
入
確
保
に
努
め
る
。

魅
力
・
活
力

あ
る
ま
ち
に

問健
全
な
財
政
基
盤
を
確
立

し
、
将
来
世
代
に
託
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
が

続
く
が
、
市
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
着
実
な
財
政
運
営
を

し
て
い
く
。

問新
た
な
財
政
計
画

が
策
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
計
画
の
基
本
的

な
考
え
は
。

 

答       

企
画
部
長

本
計
画
は
、
現
状

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば

ど
う
な
る
の
か
と
い

う
財
政
収
支
見
通
し
を
行
い
、

見
込
ま
れ
る
収
支
不
足
額
を

解
消
す
る
た
め
の
改
善
策
を

計
画
に
盛
り
込
み
、
予
算
編

成
に
直
結
し
た
計
画
と
す
る
。

問現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、

毎
年
６
億
円
程
度
の
収
入
不

足
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
の
財
源
確
保
や
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

 

答
　
　
　 
　
　
企
画
部
長

３
項
目
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
数
値
目
標
を
定
め
て

問今
回
の
台
風
21
号

の
洪
水
警
報
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
緊
急
防

災
対
策
を
取
っ
た
の

か
。

 

答    

危
機
管
理
部
長

気
象
警
報
等
を
受

け
て
、
速
や
か
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置

す
る
と
同
時
に
、
職
員
に
は

配
備
体
制
１
号
を
発
令
し
た
。

丸
栖
・
調
月
浸
水
に
よ
る
避

難
勧
告
を
発
令
し
た
。

問豪
雨
の
た
め
、
防
災
行
政

無
線
放
送
が
被
災
者
に
聞
こ

え
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
対

応
は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

現
在
、
防
災
行
政
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
難
聴
地

域
へ
も
対
応
可
能
と
な
り
、

問本
市
の
小
中
学
校
で
の
防

災
教
育
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

各
学
校
で
策
定
し
た
学
校

防
災
計
画
を
も
と
に
、
小
学

校
で
は
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
避
難
訓
練
な
ど
年
３
回
、

中
学
校
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

体
験
な
ど
年
２
回
の
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
平
成
30
年
２
月
か
ら
、

国
が
作
成
し
た
防
災
授
業
も

各
小
学
校
で
順
次
実
施
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

舩木 孝明 議員

中尾 太久也 議員

台風21号での取組は

財政基盤の確立を!!

浸水した丸栖地区
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問史
跡
旧
名
手
宿
本
陣
周
辺

の
調
査
、
復
元
、
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に

あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
後
世

に
残
す
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
文
化
財
保
護
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化

を
正
し
く
後
世
に
伝
え
る
た

め
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
、
文
化
財
保
護
の
パ
ト
ロ

ー
ル
と
保
存
状
況
を
定
期
的

に
確
認
し
て
い
く
。

問貴
志
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
２
階
に
あ
る
展
示
室
は
貴

重
な
文
化
財
を
展
示
し
て
い

る
施
設
と
し
て
周
知
し
、
見

学
し
や
す
い
対
応
を
す
る
べ

き
で
、
歴
史
民
族
資
料
館
は

市
内
の
文
化
財
資
料
を
集
約

し
、
人
々
が
歴
史
と
文
化
を

学
べ
る
中
心
施
設
と
し
て
展

示
方
法
を
考
え
整
備
で
き
な

い
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

貴
志
川
展
示
室
は
、
展
示

方
法
を
再
考
し
た
う
え
で
気

軽
に
見
学
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
広
く
周
知
し
て
い
く
。

紀
の
川
市
文
化
財
展
示
施

設
活
用
計
画
で
は
、
歴
史
民

族
資
料
館
は
国
分
寺
の
資
料

と
通
史
の
展
示
、
貴
志
川
展

示
室
は
古
墳
や
民
族
文
化
財

の
展
示
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
を
も
っ
た
展
示
を
す
る

２
館
体
制
で
い
く
。

問文
化
庁
が
二
〇
二
〇
年
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、
全
国

100
ヶ
所
の
認
定
を
め
ざ
し
て

い
る
も
の
に
日
本
遺
産
が
あ

る
。
地
域
に
点
在
す
る
文
化

財
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
の
活
性
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

現
在
57
ヶ
所
認
定
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
市
民

と
力
を
合
わ
せ
、
文
化
財
・

観
光
・
地
域
振
興
が
部
署
を

越
え
て
申
請
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

市
内
共
通
の
認
識
が
な
さ

れ
る
文
化
財
の
仕
組
み
を
構

築
し
、
有
形
・
無
形
の
文
化

財
群
を
総
合
的
に
活
用
す
る

た
め
、
関
係
機
関
の
動
向
を

見
守
り
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

問通
勤
の
車
が
信
号

の
渋
滞
を
避
け
る
た

め
、
旧
道
や
細
い
道

を
抜
け
道
に
利
用
し

走
り
抜
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
道
路

は
、
小
中
学
生
の
通

学
路
や
地
元
の
人
達

の
生
活
道
路
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

歩
行
者
や
通
学
生
を
守
る
グ

リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
や
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
・
歩
道
を
設
置
し
て

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
建
設
部
長

通
学
路
の
安
全
整
備
に
つ

い
て
は
、
通
学
路
安
全
推
進

会
議
で
合
同
点
検
を
実
施
し
、

危
険
箇
所
と
判
断
さ
れ
た
箇

所
で
は
、
緊
急
性
や
費
用
対

効
果
を
検
証
し
、
順
次
整
備

を
進
め
て
い
る
。
用
地
が
確

保
で
き
な
い
場
所
に
は
、
ポ

ス
ト
コ
ー
ン
や
区
画
線
、
水

路
の
蓋
掛
け
な
ど
で
通
学
の

安
全
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
に
つ
い

て
は
、
危
険
箇
所
と
判
断
さ

れ
た
西
貴
志
小
学
校
北
側
の

通
学
路
に
、
車
道
と
路
側
帯

を
視
覚
的
に
明
瞭
に
区
分
し
、

交
通
事
故
を
防
止
す
る
目
的

と
し
て
、
路
側
帯
を
緑
色
に

着
色
し
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
試
験
的
に
今
年
度
施
工
予

定
で
あ
る
。

ま
た
、
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
他
の
学
校
付
近
の
危
険

な
通
学
路
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

自
動
車
運
転
マ
ナ
ー
と
安

全
運
転
の
向
上
・
啓
発
を
目

的
に
、
岩
出
警
察
署
や
紀
の

川
市
交
通
安
全
推
進
連
絡
協

議
会
の
協
力
で
、
交
通
安
全

運
動
期
間
中
に
街
頭
啓
発
や

運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
を
推
進

し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
所
・
小
中
学

校
や
高
齢
の
方
々
を
対
象
に

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

交
通
事
故
の
対
策
・
指
導
に

努
め
て
い
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、
小

学
校
や
幼
稚
園
を
中
心
に
半

径
500
ｍ
の
範
囲
を
登
下
校
の

時
間
帯
に
、
車
両
の
通
行
禁

止
、
一
方
通
行
、
速
度
規
制

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
生
活
に
影
響
が

大
き
く
、
現
在
市
内
で
指
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

本
市
で
は
「
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、

改
善
要
望
の
あ
る
危
険
箇
所

を
合
同
点
検
し
、
改
善
充
実

を
は
か
っ
て
い
る
。

太田 加寿也 議員

並松 八重 議員

文
化
財
保
存
と
活
用

歩道のない通学路

史跡紀伊国分寺跡

グリーンゾーン設置を
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歳
以
上
に
な
る
二
〇
二
五
年

を
見
据
え
た
介
護
予
防
施
策

に
お
い
て
、
大
き
な
効
果
が

あ
る
。

意
識
変
容
は
「
体
が
軽
く

な
り
、
出
か
け
る
機
会
が
増

え
た
」
と
生
活
の
質
の
向
上

が
見
ら
れ
た
結
果
が
あ
る
。

今
後
も
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
と
の
連
携
も
模
索
し

推
進
し
て
い
く
。

ハ
ツ
ラ
ツ

元
気
で
！

問「
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
庁
舎
内
に
設
置
し
、
メ
デ

ィ
ウ
ォ
ー
ク
を
増
加
活
用
し

て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
血
管

年
齢
測
定
・
健
康
相
談
・
栄

養
相
談
な
ど
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
。

 

答 

　   

市
長
・
保
健
福
祉
部
次
長

毎
年
20
名
前
後
の
市
民
に

メ
デ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
を
貸
し
出

し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ウ
ォ
ー

ク
は
携
帯
す
る
だ
け
で
普
段

の
生
活
活
動
量
と
運
動
量
を

測
定
で
き
る
身
体
活
動
計
で

あ
る
。
歩
数
と
中
強
度
活
動

時
間
で
「
う
つ
病
・
認
知
症
・

問健
康
寿
命
を
延
ば

す
取
り
組
み
と
し
て
、

「
紀
の
川
て
く
て
く

体
操
」
が
普
及
さ
れ

て
い
る
が
、
進
捗
状

況
と
効
果
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
次
長

平
成
27
年
９
月
か
ら
各
地

域
の
集
会
所
を
活
用
し
、
高

齢
者
が
歩
い
て
気
軽
に
集
い
、

体
操
な
ど
の
拠
点
と
し
て
健

康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
・
指

導
し
、
現
在
で
46
ヶ
所
、
約

700
名
が
週
一
回
各
地
域
で
実

践
し
て
い
る
。
個
別
地
域
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
周
知
を

は
か
り
、
二
〇
二
五
年
に
は

100
ヶ
所
を
目
標
と
し
て
い
る
。

事
業
効
果
は
身
体
機
能
面

で
は
、
60
歳
代
の
実
践
者
に

は
す
べ
て
の
方
に
改
善
が
見

ら
れ
る
。
団
塊
の
世
代
が
75

脳
卒
中
・
心
疾
患
・
が
ん
・

骨
粗
し
ょ
う
症
・
動
脈
硬
化
」

な
ど
の
予
防
が
で
き
る
と
の

研
究
結
果
で
あ
る
。
有
効
な

手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必

要
な
機
器
の
増
量
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
る
。

「
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
設
置
は
、
次
年
度
か
ら
健

康
推
進
課
が
本
庁
一
階
に
配

置
さ
れ
る
予
定
か
ら
、
健
康

増
進
と
介
護
予
防
が
一
体
と

な
っ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
前

向
き
に
検
討
す
る
。

大谷 さつき 議員

てくてく歩こう！

体操風景

議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、

傍聴することができます。
市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な

問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてくだ
さい！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

次回3月定例会
NEXT

日 月 火 水 木 金 土
2/25 26 27 28 3/1 2 3

本会議
（開会） 本会議（一般質問）

（質疑・付託）
予算決算
常任委員会

4 5 6 7 8 9 10

予算決算・総務文教
常任委員会

予算決算
・厚生
常任委員会

11 12 13 14 15 16 17

予算決算
・厚生
常任委員会

予算決算・産業建設
常任委員会

18 19 20 21 22 23 24

予算決算
常任委員会

25 26 27 28 29 30 31

本会議
( 閉会）

紀の川市議会だより　No.44　平成30年［2018］
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議場での手話通訳

第
４
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

40
日
間

　

12
月
11
日
～
１
月
19
日

・
一
般
質
問　

11
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

市
長
提
出
議
案

・
専
決
処
分
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

・
人
事
案
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
件

・
条
例
制
定
・
改
正
…
…
…
…
…
…
８
件

・
補
正
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
件

・
市
道
路
線
認
定
・
廃
止
…
…
…
…
８
件

・
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

委
員
会
提
出
議
案

・
意
見
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

計
41
件

す
べ
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
市
民
に
周
知

し
、
手
話
へ
の
理
解
を
広
げ
、
す
べ
て
の
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

「
紀
の
川
市
広
げ
よ
う
こ
こ
ろ
の
輪
手
話
言
語
条

例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
議
案
第
110
号
）
紀
の
川
市
広
げ
よ
う
こ
こ
ろ
の
輪
手
話

言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

手
話
は
言
語

Pick up

条
例
制
定
の
経
緯
は
。

手
話
は
聾ろ

う

の
方
の
必
要
不
可
欠
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
に

は
、
日
本
で
も
禁
止
さ
れ
る
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
障

害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
採
択
や
障
害
者
基

本
法
の
改
正
が
さ
れ
た
。

本
市
で
も
、
手
話
通
訳
士
の
配
置
や
手
話
講
座
の

開
催
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
議
会
で

の
一
般
質
問
で
手
話
言
語
条
例
の
制
定
の
提
案
も

あ
り
、
市
内
の
聾
の
方
々
か
ら
意
見
を
聞
い
て
、

条
例
の
制
定
に
至
っ
た
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

職
員
研
修
や
小
中
学
校
で
の
出
前
講
座
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

ＱＱ ＡＡ こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

「道路整備事業に係る補助率
等の特別措置の継続及び道路
整備予算の確保を求める意見
書」を提出

（提出先）
内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　
国土交通大臣　国土強靭化担当大臣　
地方創生担当大臣　衆議院議長
参議院議長

【全会一致】

　　　 を
提出することになりました

意見書

紀の川市議会だより　No.44　平成30年［2018］
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紀
の
川
市
議
会
だ
よ
り
2018

44

編
集
／
発
行

紀
の
川
市
議
会 

〒
６
４
９
ー
６
４
９
２ 

和
歌
山
県
紀
の
川
市
西
大
井
３
３
８
番
地

☎
０
７
３
６
（
７
７
）
２
５
１
１
㈹  

FAX
０
７
３
６
（
７
７
）
０
８
６
２

Eメ
ー
ル
：
k010200-001@

city.kinokaw
a.lg.jp

No.

二
十
歳
の
笑
顔

生産量日本一の葉ぼたん 獅子舞  願いを込めて

　

編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
も
昨
年
秋
に
選
挙
が
行

わ
れ
、新
た
な
顔
ぶ
れ
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

今
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ま
た

２
年
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
た
め
、国
民
か
ら
多
く
の
メ

ダ
ル
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
も
、市
民
の
代

表
と
し
て
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、議
会
広
報
特
別
委
員

会
と
し
て
は
、手
に
取
っ
て
も
ら

い
、わ
か
り
や
す
く
読
ん
で
も
ら

え
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、今

度
こ
そ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
れ
る
よ

う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、新
コ
ー
ナ
ー
も
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
意
見

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
中
村
ま
き
）

ぺったんぺったん（レイモンドこども園） 伝統を引き継ぐしめ縄作り
（川原小）


